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第 5条 第 1項 該 当





論文調 査 委員 教 授 高 橋 英 一 教 授 小野寺幸之進 教 授 葛西幸三郎
論 文 内 容 の 要 旨
本論文は高等植物におけるカリウムが直接的な役割を明らかにする目的で菜豆を供試し, カリウム欠乏









一方同様なカリウム欠乏状能の菜豆の RNA が著しく蓄積すること杏, lAC- アミノ酸 32P の核酸への
とりこみ実験の結果からみとめた｡ シ昌糖密度勾配分析法によって, この蓄積は低分子 RNAの合成であ
り, 正常なリボゾームにくらべて沈降定数の小さいリボゾーム様粒子が存在しており, リボゾーム合成の
異常が推察されること, またこれらの異常な現象はカリウムの添加によって回復するが, ナ トリウム添加
によっては回復しないことを明らかにした｡
以上の結果より菜豆のカリウム含量が低下するとまず正常なリボゾーム合成が阻害され, その結果タン
自合成が抑制され, これが主因となって末端アミノ酸やアミドの蓄積, 一時的な呼吸の昂進, デンプンや
タン自含量が減少, そして光合成能の低下と代謝異常が波及してゆくとの推定を行なった0












した｡ そしてこれが原因となってタン自合成が抑制され, 末端アミノ酸, アンモニア, アミドさらに糖の
蓄積がおこり, 一時的に呼吸が昂進するがデンプンおよびタン白は減少し, ついには光合成能も低下する
ことを明らかにした｡
このように著者はリボゾームのタン自合成にカリウムの直接的役割があることを示唆するとともに, こ
れを出発点としてカリウム欠乏によってひきおこされる啓々Oj代謝異常の相互関連性を明らかにしており
カリの栄養生理の研究に貢献するところ大なるものがある｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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